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2 地域の活性化・都市再生『活力』『暮らし』

① 観光振興等を通じた地域活性化に資する海岸の保全・創造

史跡、景勝岩などの美しい海岸景観、海辺の文化資源の保全・創造により、観光振興・美しい国づくり

を通じた地域の活性化を図る。

指標：人々が海辺に親しむことのできる海岸の延長【約6,700kｍ（Ｈ14）→約6,790kｍ（Ｈ17）→約6,800km（Ｈ19目標値）】

厳島港海岸（広島県） 宮津港海岸（京都府）

●日本三景　宮島 ●日本三景　天橋立

○事業費約57億円（対前年度比0.87）、国費約38億円（対前年度比0.91）

第二部　海岸事業等

② 地域住民、NPO等と連携した住民参加型の海辺づくり

地域住民やNPO等との連携強化により、地域の自然環境や地域固有の歴史を活かした海辺と人々とのつながりの密

接化を促進し、かつての多様で豊かな海辺と人々のつながりを現代の暮らしに叶う形で蘇らせる「里浜づくり」を推進する。

●里浜づくりにおける協働作業のイメージ ●地元住民等の海岸清掃への参加

●景観に配慮した海岸整備

（大鳥居） 

竹原港海岸（広島県）

・様々な段階で論議し判断し、 
　実践する役割 

・資金や制度、事業に 
　よる支援の役割 
・論議の場、検討の場 
　の提供の役割 

地域の人々＝里浜づくりの主役 

地域の人々、行政、専門家の協働（パートナーシップ）により、人と 
海辺の関わりを深め、それぞれの地域の特性を活かした「海辺の文化」 
を創造することが必要である。 
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・知見の提供 
・アドバイスの提供 
・総合的な検討の支援 

・情報の的確な提供 
・アドバイスの提供 




